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The Association of Adeam Wall

アデムウォールの施工における留意点
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The Association of Adeam Wall

アデムウォールの施工

第６章 施工の基本方針

p アデムウォールの施工に当たっては，本工法の特徴を十分に理解して，
設計図書に示されている形状及び品質が満たされるようにしなければなら
ない。また，施工に先立って適切な施工計画を立案しておくことが重要で
ある。

p 計画段階で設定した条件を施工段階において実際に確認する。

p 設定した条件と異なる場合には，必要に応じて追加の調査・試験を行う。

p アデムウォールの性能に影響を及ぼすと考えられる場合には，設計の見
直し，補強または改良等の対策，施工方法の見直し等の検討も必要。
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The Association of Adeam Wall

事前打ち合わせ記録簿
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施工の要件について事前に十分に打
合せを行い，設計図書や所定の施工
手順に従ってアデムウォールの施工
にあたる。



The Association of Adeam Wall

アデムウォールの施工手順

標準タイプ（壁面勾配1：0.0）
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掘削・整地

壁面材の設置・組立

グリッドベルトの設置

鋼製枠の設置

アデムの敷設

敷均し・締固め

壁面排水層への砕石の投入

所
定
の
高
さ
ま
で
繰
り
返
し

付帯する構造

壁面材の設置・組立 グリッドベルトの設置 鋼製枠の設置

アデムの敷設
敷均し・締固め

壁面排水層への
砕石の投入

付帯する構造
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標準タイプ（壁面勾配1：0.0）の施工手順
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①壁面材の設置 ②吸出し防止材の設置 ③グリッドベルトの設置

④鋼製枠の設置 ⑤内壁シートの設置 ⑥アデムの敷設
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標準タイプ（壁面勾配1：0.0）の施工手順
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⑦盛土材料の敷均し ⑧盛土材料の締固め ⑨内壁シートの巻き込み

⑩外壁と内壁 ⑪排水層への砕石の投入 ①～⑪の繰り返し→完成
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アデムウォールの施工手順

標準タイプ（壁面勾配1：0.1～0.5）
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掘削・整地

壁面材の設置・組立

グリッドベルトの設置

鋼製枠の設置

アデムの敷設

敷均し・締固め

壁面排水層の砕石の
敷均し・締固め

所
定
の
高
さ
ま
で
繰
り
返
し

付帯する構造

壁面材の設置・組立 グリッドベルトの設置 鋼製枠の設置

アデムの敷設
敷均し・締固め

壁面排水層の
砕石の敷均し・締固め

付帯する構造
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標準タイプ（壁面勾配1：0.1～0.5）の施工手順
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①壁面材の設置 ②吸出し防止材の設置 ③グリッドベルトの設置

④鋼製枠・内壁シートの設置 ⑤アデムの敷設 ⑥盛土材料の敷均し
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標準タイプ（壁面勾配1：0.1～0.5）の施工手順
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⑦盛土材料の締固め ⑧排水層への砕石の投入 ①～⑧の繰り返し→完成
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アデムウォールの施工手順

壁面あと施工タイプ
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掘削・整地

鋼製枠の設置

アデムの敷設

敷均し・締固め

グリッドベルトの設置

盛土の放置

壁面排水層の砕石の
敷均し・締固め

所
定
の
高
さ
ま
で
繰
り
返
し

付帯する構造

壁面材の設置・組立

グリッドベルトの設置 盛土の放置アデムの敷設
敷均し・締固め

壁面排水層の
砕石の敷均し・締固め

付帯する構造

壁面材の設置・組立
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壁面あと施工タイプの施工手順
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①鋼製枠・内壁シートの設置 ②盛土材料の敷均し・締固め ③グリッドベルトの設置

④アデムの敷設 ⑤①～④の繰り返し→内壁完成 ⑥内壁の放置
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壁面あと施工タイプの施工手順
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⑦壁面材の設置 ⑨排水層の砕石の敷均し・締固め

⑩壁面連結ベルトの設置 ⑪⑦～⑩の繰り返し ⑫完成

⑧吸出し防止材の設置
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敷均し・締固め工
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施工機械

作業の種類 施工機械

壁面材組立・設置 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型

敷均し

Ａ ブルドーザ 普通・排出ガス対策型

Ｂ ブルドーザ 普通・排出ガス対策型

締固め

Ａ タイヤローラ 排出ガス対策型

Ｂ 振動ローラ 搭乗式･コンバインド型・排出ガス対策型

砕石投入
バックホウ（クローラ型）

標準型・クレーン機能付き・排出ガス対策型
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各施工段階における留意点

掘削・整地

p 掘削に当たっては事前の調査に基づいて，安定な切土勾配を定めた上で
，アデムの敷設範囲を確保する必要がある。

p 切土では段切り施工を行い，アデムウォールの不安定要因とならないよう
に留意しなければならない。
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地下排水工

原地盤線 1:
n

1:
n

3～5%

3～5%
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各施工段階における留意点

基礎工

p 基礎工の種類
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0.5ｍ 

0.7ｍ 

0.2ｍ 
0.2ｍ 基礎コンクリート 

砕石 

0.5ｍ以上 

砕石 

 

裏込め材 

推定岩盤線 

重力式基礎 
置換えコンクリート基礎 

推定岩盤線 

吸出し防止材 

帯状基礎
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各施工段階における留意点

基礎工

p 基礎工は，施工の良否が壁面の仕上がり精度に影響するため，入念に施
工しなければならない。
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重力式基礎の例
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各施工段階における留意点

壁面材の設置・組立

p 壁面材の設置･組立ては，水平，勾配及び直線性を確認し，入念に施工し
なければならない。
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各施工段階における留意点

グリッドベルトの設置（標準タイプ）

p グリッドベルトは，壁面材との接続箇所より下方に設置し，緩みやねじれ
が生じないように固定する。
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連結穴より低い位置に固定 

 
ベルト下部に 
隙間を空けて設置 

 

沈下 

張力の増加 



The Association of Adeam Wall

各施工段階における留意点

グリッドベルトの設置（壁面あと施工タイプ）

p 内壁の所定の位置に設置し，外壁の構築時に壁面連結ベルトと連結でき
るようにしておく。
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グリッドベルト 

2m 
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各施工段階における留意点

鋼製枠の設置・組立

p 鋼製枠は壁面材の背面から所定の間隔をあけて設置し，所定の部材を確
実に取り付ける。
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0.2m程度 0.7m程度 

標準タイプ 壁面あと施工タイプ
 

0.2m程度 0.7m程度 

 

内壁シート 

鋼製枠 固定ピン 

背筋 
0.6m程度 
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各施工段階における留意点

アデムの敷設

p アデムは，設計図書に示された規格，形状，長さのものを定められた位置
に敷設する。

p ずれや凹凸が生じないように敷設する。敷設時には，適度な張力を加えて
緩まないようにし，転圧時などに移動しないように固定ピンで仮止めする。
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各施工段階における留意点

アデムの敷設

p 外曲がりとなる施工区間で，隣り合うアデムの隙間が10cm程度以上開く場合は，
同等のアデムで隙間を埋める。

p 内曲がりとなる施工区間で，アデムが重なり合う場合は，アデムが相互に接触しな
い程度に盛土材料をはさむなどして摩擦力を確保する。
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内曲がりとなる曲線区間 

外曲がりとなる隅角部 内曲がりとなる隅角部 

外曲がりとなる曲線区間 

  

内曲がりとなる曲線区間 

外曲がりとなる隅角部 内曲がりとなる隅角部 

外曲がりとなる曲線区間 
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各施工段階における留意点

盛土材料・締固め不足に起因する変状の例
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（道路土工－擁壁工指針より引用）
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各施工段階における留意点

盛土材料の敷均し

p 盛土材料の敷均しは，アデムの設置間隔に応じて仕上がり厚さを設定し，
適切な施工管理のもとで実施する。

p 敷均し厚は，締固め層の下層部分でも所定の締固め度を確保できること
を確認して，一層の敷均し・締固めの仕上がり厚及び締固め機械を定める
。その際，締固め後の１層の仕上がり厚さは最大0.25mとする。一方，締
固め度の確認ができない場合，一層の締固め後の仕上がり厚さは路床に
準じて0.20mとする。
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各施工段階における留意点

盛土材料の締固め

p 盛土材料の締固めは，所定の締固め度を得られ，アデム及びグリッドベル
トがその機能を十分に発揮できるよう適切な施工管理のもとで行う。

p 締固め度の品質管理基準（JIS A 1210 突固めによる土の締固め試験に
よる突固め方法）

→Ａ，Ｂ法 95%以上，Ｃ，Ｄ，Ｅ法 90%以上
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各施工段階における留意点

壁面排水層（標準タイプ 1 : 0.0）
p 壁面排水層への砕石の投入は，5m程度盛土される毎に，その高さの半
分程度まで砕石を自由落下により投入する。
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各施工段階における留意点

壁面排水層（標準タイプ 1 : 0.1～0.5）
p 鋼製枠が１層構築されるごとに砕石を投入して，プレートコンパクタ等によ
り締め固める方法で，壁面排水層を形成する。
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各施工段階における留意点

壁面排水層（壁面あと施工タイプ）

p あと施工用壁面連結ベルトの設置高さに合わせて砕石を投入し，プレート
コンパクタ等により締固める方法で，壁面排水層を形成する。
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各施工段階における留意点

笠コンクリート

p 施工時には足場工等を設置して，適切な安全対策を講じる。
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施工時及び放置期間中の排水対策

水の浸入による補強土壁の変状の例
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（道路土工－擁壁工指針より引用）
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施工時及び放置期間中の排水対策

p 補強領域の施工に当たっては，雨水の浸入による盛土材料の軟弱化や
降雨等による補強領域の変状を防ぐために，施工時の排水対策を適切に
行う。
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施工中の降雨対策の例 放置期間中の降雨対策の例
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アデムウォールの施工事例
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アデムウォール 標準タイプ

施主 国道交通省中部地方整備局
浜松河川国道事務所

工事名 三遠南信道四方浄道路建設工事

壁面積 1147m2
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アデムウォール 標準タイプ（1:0.1～0.5）

施主 東日本高速道路株式会社

工事名 関越自動車道災害復旧工事

壁面積 789m2
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アデムウォール 壁面あと施工タイプ
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施主 国土交通省九州地方整備局
福岡国道事務所

工事名 福岡県２０８号皿栄垣北地区改良工事

壁面積 9980m2
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アデムウォール 壁面あと施工タイプ（1：0.3）
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施主 東日本高速道路株式会社

工事名 高速道路工事

壁面積 350m2



The Association of Adeam Wall

多段形状のアデムウォール
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アデム

アデム

施主 石川県県央土木総合事務所

工事名 鈴見新庄線（山側環状線）

壁面積 800m2
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多段形状のアデムウォール
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施主 南丹土木事務所

工事名 日吉美山線（３号）

壁面積 558m2
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水辺のアデムウォール
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施主 豊田市役所

工事名 市道野見小学校線外１路

壁面積 428m2
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水辺のアデムウォール
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施主 九州電力株式会社

工事名 発電所新設工事

壁面積 600m2
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アデムウォールの動態観測事例

43



The Association of Adeam Wall

動態観測の事例

アデムウォールの規模

p 補強土壁高 ： 9m，嵩上げ盛土高 ： 30m
計測項目

p 壁面変位

p 外壁に作用する土圧

p 地盤反力

p アデムのひずみ
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計測方法
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外壁に作用する土圧 地盤反力 連結部に作用する引張力

アデムのひずみ

ひずみゲージ センサー機能付きアデム
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計測結果とFEM解析結果

壁面変位

p 壁面の水平変位は，出来形管理基準よりも十分小さい
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計測結果とFEM解析結果

外壁に作用する土圧と地盤反力

p 外壁に作用する土圧及び地盤反力は設計値に近いことを確認
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計測結果とFEM解析結果

グリッドベルトに作用する引張力

p 設計で想定される作用荷重に比べて十分に小さい
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計測結果とFEM解析結果

アデムのひずみ

p アデムの設計引張強度に対するひずみ（約2.5%）に比べて十分に小さい
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アデムウォールの安定性

p その他の動態観測事例
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センサー機能付きアデムの適用事例

現場Ｂ
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センサー機能付きアデムの適用事例

現場Ｅ
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センサー機能付きアデムの適用事例

現場Ｆ
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The Association of Adeam Wall

アデムウォールの安定性

アデムのひずみの動態観測結果のまとめ

p 許容ひずみ ：アデムの設計引張強度に対するひずみ（2～2.5%）
→ 実現場において，アデムに発生しているひずみは，許容ひずみ以下で
あることを確認
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アデムウォールの安定性

壁面材に作用する土圧の動態観測結果のまとめ

p 許容土圧 ： 壁面材を構成する材料の許容応力に相当する土圧

→ 実現場において，壁面材を構成するコンクリートおよび鉄筋の許容応
力度を上回る大きさの水平土圧は作用しない
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The Association of Adeam Wall

アデムウォールの安定性

グリッドベルトに作用する引張力の動態観測結果のまとめ

p 許容引張強度 ： グリッドベルトの設計引張強度

→ 実現場において，グリッドベルトに作用する引張力は，許容引張強度
の30%程度である
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The Association of Adeam Wall

動態観測のまとめ

p 実現場で構築されたアデムウォールを構成する主要材料に作用する作用
力の計測の結果，主要材料に作用する作用力は，各主要材料の設計強
度以下である

p アデムウォールは常時の安定性を確保しており，安全な設計となっている
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アデムウォールの壁面補修事例
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実現場での補修事例

2008年岩手・宮城内陸地震を受けたアデムウォールの補修
p 発生日時：2008年6月14日（土） 午前8時43分頃
p 震源：岩手県内陸南部（仙台市の北約90km，東京の北北東約390km）
p 規模：マグニチュード7.2
p 地震の種類：直下型地震（逆断層型）
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【　凡　　例　】

壁面材開き、角欠け箇所

壁面材の開き(砕石の流出)

壁面材破損箇所

壁面材のずれ

新規コンクリートブロック

壁面材の開き(砕石の流出)

壁面工撤去・組立設置範囲

（うち新規壁面材　A=10.125m2）

笠コンクリート撤去・設置範囲

（ポリマーセメント系断面修復N=50箇所）

W=10～30mm程度

壁面材欠損(角欠け)

（その他は再利用）

笠コンクリート嵩上げ（h=165mm）

A2橋台補修に伴う床堀線

パネル隙間補修　N=50箇所

笠コンクリート嵩上げ（h=165mm）  L=35.0m
笠コンクリート撤去・設置工　L=12.5m

壁面材組立設置　A=20.25m2

壁面工撤去　A=20.25m2

【　凡　　例　】

壁面材開き、角欠け箇所

壁面材の開き(砕石の流出)

壁面材破損箇所

壁面材のずれ

新規コンクリートブロック

壁面材の開き(砕石の流出)

壁面工撤去・組立設置範囲

（うち新規壁面材　A=10.125m2）

笠コンクリート撤去・設置範囲

（ポリマーセメント系断面修復N=50箇所）

W=10～30mm程度

壁面材欠損(角欠け)

（その他は再利用）

笠コンクリート嵩上げ（h=165mm）

A2橋台補修に伴う床堀線

パネル隙間補修　N=50箇所

笠コンクリート嵩上げ（h=165mm）  L=35.0m
笠コンクリート撤去・設置工　L=12.5m

壁面材組立設置　A=20.25m2

壁面工撤去　A=20.25m2

橋台とのすり付け部で，壁面に最大170mmのずれ，
一部の壁面材でひび割れや角かけが発生
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2次元表面波探査による健全度の評価

2次元表面波探査
p 地盤の地表付近を伝わる表面波（レイリー波）を測定し，地盤のせん断波
速度を推定する。
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図－2 測定の概念図 

測定器 

（McSEIS-SXW） 

カケヤにより起振 
測定本部 

受振器 

長い波長の表面波 短い波長の表面波 

図－6 2次元表面波探査の原理
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壁面補修
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グリッドベルトの切断 壁面材の撤去

新しい壁面材の設置 グリッドベルトの連結



The Association of Adeam Wall

壁面補修
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砕石の投入

→東日本大震災後の調査において，変状がなかったことを確認

東日本大震災後



The Association of Adeam Wall

アデムウォールの積算
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歩掛り調査

歩掛り調査

p 社団法人日本建設機械化協会施工
技術総合研究所で歩掛り調査を実施

調査項目

p 壁面材組立・設置工

p ジオテキスタイル敷設工

p 敷均し・締固め工

歩掛りの妥当性を確認

NETIS 暫定歩掛りとして掲載
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アデムウォール 積算要領

マニュアルの付録

p アデムウォール積算要領
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